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新たな路面公共交通システム（ＳＲＴ）の導入に向けた試験走行について 

 

 

都心における回遊性の向上や賑わいの拡大を図るため、新たな路面公共交通システムの

導入に向け検討を進めるにあたり、下記のとおり、他都市で走行している通常のバスより

も大きい“連節バス”及び最先端の“燃料電池バス”の試験走行を行いますのでお知らせ

します。連節バスが名古屋市内を走行するのは初めてです。 

 

記 

 

１．走行の概要 

（１）日 時   令和２年１０月１１日（日）１３時頃～ ２時間程度 

（２）走行経路  名古屋駅 ～ 栄（久屋大通公園） を周回 

 

２．連節バスの概要 

今回走行を予定している連節バスは、岐阜駅から岐阜大学・岐阜大学病院などを結ぶ

路線バスとして運行するメルセデス・ベンツ製の「清流ライナー」です。2台の車体が幌

でつながる全長約 18ｍの車両で、通常のバスの 

1.5 倍の輸送力を誇ります。 

連節バスは、東京オリンピック・パラリンピ

ックを見据えて東京でも運行が開始されるなど、

全国的に導入が進んでいます。 

 

３．燃料電池バスの概要 

今回走行を予定している燃料電池バスは、トヨタ自動車株式会社が開発する SORA です。 

FC スタック内で電気化学反応により発電した

電力でモーターを回して走るため、走行時はと

ても静かで、二酸化炭素や窒素酸化物、浮遊粒

子状物質を全く排出しない環境に優しい車両と

して今後普及が期待されています。  


